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Bathig

　in　bed （BB）ls　an　essential　nursing 　technique　applied 　to　patients　with 　restrlcted

physical　abilities．　The　aim 　of　this　technique　is　to　keep　the　functions　of 　the 　skin 　as 　an 　externaI

barrier　and 　to　prevent　the　patients　from 　infection　and 　decubitus．　 However，　the　effect　of 　BB
on 　the 　bloQd　circulation 　of 　the　skin 　has　not 　yet　been　identified，　and 　the　data　observed 　are

c°nt 「Qve 「si・1・W ・ have　e・ ・1uat・d　the　effect ・ ・f　BB ・・ th・ b1・ 。d ・i・cul ・ti… fth。 ，ki。　by 。，。

。f　th・・m ・9 ・aphy ・BB 　w … PPli・d ・ n 　th・ ・ight・id・ ・f　th・ back （RB ）i・ 6healthy　f，m 。1。
subjects 　whQ 　exposed 　both　sldes 　of　their　back （RB 　and 　LB ）at 　room 　temperature ，　Ethanol　was
applied 　on 　the　5 × 5cm 　area 　of　RB 　and 　LB 　after 　BB ，　and 　recovery 　of　the　skin 　temperature
was 　observed ．　After　BB ，　the　average 　temperature　of 　RB 　was 　significantly 　lower　than　that　of
LB・Thi・ Sk・w ・ th・t　BB　dec・ea ・e・ t・mp ・・at ・・e ・f　th・ ・ki… p・sed 　l・ th・

・ai ・ p，。b。bly　d。，
　t。

the
　
supPly ・f　w ・t・・ by　w ・・h・ユ・th・Rec。・・ry ・f　th・ ・ki・ t・ mp ・・ature 　aft・・the　ethan 。1−1。adi 。g

was 　accelerated 　on 　RB ．　This　indicates　that　BB 　facilitates　the　response 　of 　the 　blood　vessels 　in
the　skin ，
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　患者へ の 日常生活援助 と して 最も多 く行 なわれ て い

る看 護技術 の
一

つ と して 清拭があ る．清拭と は，心 身

の 問題 に よ り入浴あるい は シ ャ ワ ー浴 が 不可能 な患者
に 対 し て，身体 を清潔 に す る行為で あ る。看護者 は，
洗面 器 に 50± 2℃ の 温湯 を準備 し，ウ オ ッ シ ＝ ク ロ ス を

しぼ り，そ れ を手 に 巻 き付け る か 手 に 持 っ て 患者の 身

体 の 一
定範囲毎 に ， まず温湯 で 拭 き， 次 に 石鹸 をつ け

て拭 く．こ の 時実施者は，清拭部位 の 筋 肉の 走行に沿
い ，末梢か ら中枢 に向か っ て 庄力を加 えなが ら行な う

こ とに 留意する．

　温湯清拭 の 主 た る 目的は，身体 を清潔 に す る こ とで

あ る が，他 に も皮膚の 血 液循環 を促進するこ と， 関節
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や 筋 肉 の 運 動機能 を促す こ と，心理的 に 爽快感を与 え

る こ と，腸蠕動 を促す こ と，さ ら に 患者 との 対話や 観

察 をす る事などが 考 え られ る．

　皮膚の 血液循環 を促進する事は ， 皮 膚 の 抵抗力を保

ち，褥瘡や感染 の 予防な ど の 効果 が 期待 さ れ る。しか

し，温湯清拭に よ っ て，皮膚の 血液循 環 が促進 される

か ど うか に つ い て，今ま で相 反す る結果 が 報告 され て

い る．

　村上 ら （1985） は，温湯清拭に よ り清拭部 の 皮膚温

が 上昇 す るとい う結果 を報告 して い る．皮膚温 は皮膚

血 流 の 増加 に より上昇 する こ とか ら ，
こ の 結果 は，温

湯清拭 に よ る皮 膚血 液循 環 の 促進効果 を示 して い る．

しか し，阿部 ら （1986）は 指尖容積，心拍数 皮膚温

を指標 に して 温湯清拭 の 効 果 を検討 した 結果，血液循

環 は 局所的 に も全身的 に も変化 しな か っ た と報告 して

い る．両研究 とも，皮 窟温 を指標 として 皮膚血 流 の 変

化 を捉 えようと して い る．その 場 合 ， 結果 の 不一致 は

次 の 2 つ の 理 由に よる と考 え られる．  皮膚血流が 増

加 して い て も皮膚温 の 変化 として とらえ られ る程 大 き

くは な い ．ま た は ， 実際皮膚血 流が 増加 して い た と し

て も，皮 膚か らの 熱放散 が 多い た め （玉置 と鶴谷 ， 1979，

鶴谷 と玉置 ， 1981）皮膚温の 上昇 として と ら え られ な

い ．  室 温 で 皮 膚 を露出して 清拭 を行 な っ た 場合 ，

ウォ ッ シ ュ クロ ス か ら皮膚表面 へ の 水分補 給 が あ り，

そ の た め 気化熱 を奪わ れ て ， 皮膚温 は 低下する傾 向に

あ る．実際に皮膚血流 の 増加が あ っ た として も，気 化

熱 と相殺 されて皮膚温 の 上昇 として と ら え られ な い ．

　 温湯清拭が皮膚の 血 液 循 環 に 及 ぼ す効果 を皮膚温 の

変化 として と ら えよ うとす ると以上の ように 測定技術

上 の 問題 が あ る．そ こ で 本研 究 で は レ ーザ ードッ プ

ラー血 流計 を用 い て ，清拭前後 の 背部皮膚の 血流量 を

経 時的 に 測定 し，微細 な血 流変化 を測定す る こ とを試

み た．また サ
ー

モ グ ラ フ ィ
ー

を用 い て ア ル コ
ー

ル 負荷

後 の 皮 膚温 の 回復 パ ターン を清拭 の 前後 で 比較 した．

前述 の よ うな理 由 で，温 湯清拭 の 局所 血 流 に 及 ぼ す効

果 は 皮膚 温 の 絶 対値 と して は とらえ に くい ．その よ り

な場合 ， 皮膚の 清拭部位 と非清拭部位 の 刺激応答性 を

比 較 する こ と に よ り，温湯清拭の 効 果判定 が で き る か

　ど うか を検 討 し た．

　　　　　　　 　　寞験 方法

実験 は 1992年 1 月20日 と21日の 2 日間，18才か ら35

才 の 健康な女性 6 名 を被験 者 と し て 行 な っ た．実 験 中

の 室温 は 25℃，相対湿度 は84％ で あ っ た．

　皮膚 の 血 流測定は 2 名の 被験 者 で 行 い ， レ
ーザ ー

ドッ プ ラ
ー血流計 （ア ドバ ン ス ，AFL21D ）を用 い た．

測定 用プ v 一ブを背部両肩 甲骨部 の 皮膚に 貼付 し，清

拭前か ら清拭 後 まで持続的に 血 流測定を行な っ た．

　清拭 に よ る皮膚温 の 測定 は 6 名 の 被験者で 行 な っ

た．皮膚温 の 測定に は，赤外線サ
ー

モ グラ フ ィ
ー

（日

本光電，INFRA −EYE180） を用 い た．

　清拭は ， 背部 の 右 側 の み に 行 っ た．清拭 の 方法は，

湯 の 温度 を50〜52℃ に保 ち ， ウ ォ ッ シ ュ ク ロ ス を手 に

巻 く方法で行な っ た （図 1 ）．清拭 の 手 順 は ，

一
度温湯

で 清拭 した 後，石 鹸をつ け清拭 し，その 後 温 湯に よ る

2 回の 清拭 を行 な っ た．こ の間， ウ ォ ッ シ ュ クロ ス に

よる皮膚の 摩擦回数は 16回程度 で あ っ た．ま た 患者 の

fU　
一一一

1　 1
ザ

ー一 一

　　　　 図 1　ウ オ ッ シ ュ ク ロ ス の 巻 き方

　　　　　　　　　　　　　　　　飜
’

鬱
………・鑞 ………｝… 4T、。＿49、．2．℃ en 　42・。− 44・・4V

匚 コ 44，．5− 46．9℃ ■ ■ 39・6− 41・9t

　　　　図 2　ウ オ ッ シ ュ ク u ス の 表 面 温
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皮 講 に あ て る 直 前 の ウ ォ ッ シ ュ ク m ス の 温 度 は

42〜49℃ の 間 に 分布 して い た （図 2 ＞．実施者の 指 の あ

る部分 は特に 高温 で あっ た．

　清拭に よる皮膚温 の 低下 の有無 を paired　t　testに よ

り検定 した．

　清拭の 方法で は，上 記 の 方法 に 加 え，被験者 3例（D
〜F）は ウ ォ ッ シ ュ ク ロ ス に よ る清拭毎に ， 背部をバ ス

タオル で 押 さえ拭き した．

　ア ル コ ー
ル 負荷 は，背部 の 両肩 甲骨部 に 行 なっ た．

室 温 の 70− 80％エ タ ノール 液に 浸 し た 5 × 5cm の 正

方形 の ガー
ゼ を清拭 直後 に 左右肩 甲骨部 に 貼付 し， 5

秒経過 したの ち とワは ず した．

　　　　　　　　　　 結　果

1．清拭部位 の 血流量 の 測定

　側臥位 に な っ た 被 験 者の 右 背部 を清拭 し，皮膚 血 流

に対す る効 果 を判定 した，両側 の 肩甲骨部 に レ
ーザ ー

ドッ プ ラー血 流計の プ w 一ブ を貼付 した 後 ， 5 分 程 度

の 安静時閔 をお き， 血流が安定 した と こ ろ で 右背部の

み清拭を行 な っ た． 2名の 被験 者で，安静時 の 撫流 は

王〜2　mlfmin ／100g で あ っ た，1名 の 被験者で は ，清

拭側 の 皮膚血流量が 大き く変化 した （図 3＞．

　 ml／min ／IOQg

血 20

流
目10
里

0

図 3　清 拭 に よ る 皮nttht流 の 変化

　血 流 が 変化 し た 例 で は，清 拭 前 の 背部 の 皮膚温 は

34．4℃ で あり，清拭終 了直後は 34，5℃，清拭 2分後 に

は 34．6℃ で あ りわ ずか で あ る が 背部皮膚温 の 上昇 を認

めた．皮膚血流 は 清拭 後20秒 程 度で 血 流 が 上昇 を は じ

め ， 10〜12m 〃min ／100gに達 した．血 流増加 は 清拭後

1．5分 間 程 度持続 し，そ の 後 は 清拭前 と同程度 まで戻 り

一定 と な っ た．しか し，別 の 被験 者 で は，清拭に よ る

血 流 の 増加 は 確 認で きなか っ た．また 図 3の 被験者に

お い て も反応 に 再現性 は見ら れ な か っ た．

2 ．清拭に よる皮膚温 の 変化

　赤外線 サ ー
モ グ ラ フ ィ

ー
を用 い て ， 皮膚温 を経時的

に 測定 した．被験者 が 坐位 に な り背部 を露出　し ， 5

分程度経過 した の ち右背部 に 清拭 を行 な っ た．被験者

6名 （A 〜F）に 対 して 清拭 を実施 した． こ の うち 3例

（D 〜F）は ウォ ッ シ ュ ク ロ ス に よる清拭 毎 に ， 背部を

バ ス タ オ ル で 押さえ拭 きし， 気化熱 に よ る 温度低下 を

防 ぐ効果 の 有無 を見 た．

　室温 25℃ で ， 背部を露出して 5分後 の 背部 の 平均的

な 皮庸温 は ，午前中 の 被験者 A 〜C が 29℃〜32℃，午

後の 被験者 D 〜F が 32〜34℃ で あ っ た、

　清拭 を行な っ た右背部 の 皮膚温は清 拭 後 に 低 下 し

た．低下 の 度合 い は ， 清拭を実施 しな か っ た 左背部 に

比 べ て大 きか っ た．サ ー
モ グラフ ィ

ー
上 で 優位 を占め

る 温度領域 の 皮膚温を比 べ ると，清拭 した 側 の皮膚温

の 低 下 は ，− 1．30 ± 0．ユ7℃ （平均 値 ± 標 準 誤 差 ，n ・＝ 6）

で あ り，反対側 は
一

〇．63±O．09℃ で あ っ た．paired 　t

testで は有意水準 2 ％で有意差 を認 め ， 清拭に よ り皮

膚温 が 低下する こ とが わ か っ た （表 1）、

表 1　清 拭 に よ る皮膚温 変化左右差 （単位℃）

被験者 右背部 （清 拭 部 位 ） 左 背部 （非清拭部位）

A 一1．6 一
〇，8

B 一1．4 一
〇．6

C 一1．6 一
〇，8

D 一
〇，8 一

〇．8
E 一

〇，8 一〇．4
F 一1，6 一

  ．窪

Mean±SE 一1．30± 0，17 一
〇．63± 0．09

　ま た ウ ォ ッ シ ュ ク ロ ス に よる清拭毎 に バ ス タ オ ル で

押さ え拭きした 群 と，しない 群 の 清拭側 の 皮膚温 の 低

下 を比較 した．押さえ拭きをした 群 の 皮膚温 の 低 下は ，

清拭 を した 側 が 一1．07± O．33℃ （平均値± 標準誤差 ，

n ＝ 3），清拭 をしな い 讎 は
一

〇．53± O．16℃ で あ り，清拭

をす るこ とに よ る皮膚温 の 低下に変わ りは ない ．しか

し，押 さ え拭 き を し な い 群 は，清拭 をした 側 で
一1．53±

表 2　 押 さ え拭 き実施群 と非実施群 の 皮 膚温 の 比 較

　　　（単位 ℃，平均値 ± 標準偏差，n ＝3）

右 背部 （清 拭 部 位 〉 左 背部（非 清拭部位 ）

実 施群
一1．07土   ．33 一〇．53 ± 0．16

非実 施群
一1，53±   ．G8 一

  ．73 ± 0．07
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図 4　ア ル コ
ール 負荷後の 皮膚温 の 変 化 （写 真 ）

図 6　清拭に よ る ア ル コ
ール 負荷後の 皮膚温 の 回復

　　　 （写 真 ）
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図 5　ア ル コ
ール 負荷 後 の 皮膚温の 変化 （図）

　　　
一

図 4 の 肩甲骨 の 線上 の 等 温 図
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図 7 　清拭 に よる ア ル コ ール 負荷 後 の 皮 膚温 の 園復 （図）
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図 6 の 肩 甲骨 の 線上の 等温 図
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0 ．08℃ の 皮膚温 の 低下 が 見 られ る こ と か ら，清拭毎 に

バ ス タオ ル で押さ え拭きし た方が ，皮 膚温 の 低下 は 少

な い こ とが わか っ た （表 2）．

3 ．ア ル コ ール 負荷 後 の 皮膚温 の 回 復

　坐位 に な っ た被験者の 左右 の 肩 甲骨上部 に ア ル コ ー

ル ガ
ー

ゼ を 5秒間貼付 し， 皮膚温 を低下 させ ，そ の 後

の 皮膚温 の 回復 を赤外線 サ ー
モ グ ラフ ィ

ー
を用 い て検

討 した．は じめ に 左右 とも清拭 をしな い で ア ル コ
ー

ル

負荷 を行 ない
， 回復時間の 左右差 の 有無を確 認 した．

ア ル コ ー
ル 負荷直後 （0 分 ）と 1 分後， 2 分 後， 5分

後 の 背部 皮膚温 の 回復状況 を図 4 に 示す．また 図 4の

画像 に 両肩 甲骨部 を通る横断線 を引き ， 左右 の 温 度分

布を折 れ 線グ ラ フ で 図した （図 5 ）．ア ル コ
ー

ル 負荷前

の 平均皮 膚温は31．2℃ で左右差 はなか っ た．負荷直後

は ，左右 と も25．6℃ で あ り， 負荷前 との 皮 膚温 の 差 が 一

5．6℃ まで 低 下 した． 5 分後に は 左 右 とも27．2℃（負荷

直後 よ り＋ 1，6℃ の 回復 ）とな り， 清拭 をして い ない 場

合 に は，ア ル コ
ー

ル 負荷後 の 皮膚温 の 回復に 左 右差は

み られな か っ た．

　次 に被験 者 6名 に ，右背部 の み を清拭 し， 左右 の 肩

甲骨部に ア ル コ
ー

ル 負荷 を行 な っ た．清拭 直後右 背部

の 皮膚温 は ， 清拭 しなか っ た 左背部よ り低下 して い た．

し か し ア ル コ ー
ル 負荷 後 の 皮膚 温 の 圃復 は 右背部の 方

が早か っ た．図 6，図 7に その 典 型例 を示す．左背部

で は 貼付 部位 の 温度 は 5 分 後で も33℃以 下 で あ っ た

が ， 右背部 で は 32．4℃ か ら34℃ まで の 皮膚温 の 上昇 を

認 め た．

　　　　　　　　　　 考　察

1 ．清拭部位の 血 流量及 び 皮膚温 の 変化

　清拭 が 皮膚血 流量 を変化 させ るか ど うか に つ い て，

従来
一

致 した報告 はされ て い な い （平松ら，1982；村

上 ら，1985；阿部ら，1986）．今回 レ ーザ ー
ドッ プ ラー

血流計 を用 い て 清拭部位 の 血 流 を測定 し， 3例 中 1例

で皮膚血 流 の 増加 を観察した．本来，刺激癖 答に対す

る背部皮膚の 血 流 の 変化は他 の 部位 と比べ て 小 さ い と

され て い る （Werner 　and 　Reents，1980）．ま た，今回

用 い た レ
ーザ ー

ドッ プ ラ
ー

血流計 の セ ン サー
の 測定範

囲 は，皮膚表面 か ら深 さ 1mm の 半円 で あ る．した が っ

て，測定範囲 の 中に 血流 が変化 した 血管 が な い 可能性

もある．さ らに ，サ ー
モ グ ラ フ ィ

ー
を用 い た 測 定 で も，

清拭後 に 背部皮膚温 が 上昇す る こ とはな く，む し ろ皮

膚温 は 低 下 した （表 1 ）．こ の こ とか ら， 3 例中 1例で

見 ら れ た よ うな皮 膚血 流 の 増加 は ，限 られ た 領域 で の

現象で，清拭は広 い 領域 で皮膚温 の 上昇 を起 こ す こ と

はな い と推測され る．ただ し，サ
ー

モ グラ フ ィ
ー

を用

い て皮膚温 を測定する場合，背部 皮 膚は 空 気中 に 露出

して い る．こ の た め，本来起 こ っ て い た皮 膚温 の 上昇

が 体表面 か ら の 熱放 散 に よ っ て相殺 さ れ検 出 で
’
きな

か っ た 可能性 もあ る．しか し，清拭後 に 体 表面 を タ オ

ル ケ ッ トで 覆っ た従来の 実験 で も，清拭後 の 皮膚温 の

上 昇 は 必 ず し も確 認され て い な い （阿 部 ら，1986）．

　 清拭 に よ り皮 膚温 が 上 昇 しな い 理 由 の
一

つ と して

は ， ウ オ ッ シ ュ ク ロ ス に よる皮膚表面へ の 水分供給が

挙げ ら れ る．こ の こ とは
， 清拭部位を押さえ拭 きす る

こ とで 皮 膚温の 低 下 が 少な くな る とい う結果 （表 2）

か ら見て もわ か る．

　 こ れ ま で の 清拭方法 で も，患者 が 冷 感 を起 こ さ な い

為 に，清拭時 に 乾 い た タ オ ル で押さ え拭 きをす るこ と

や ， 環境温度を調節す るこ と，気流 を避け る こ と な ど

に よ り，気化熱 を最小 に 押 さ え る よ うに 努 力 さ れ て い

る．今後 は，さ らに 熱放散を押 さ える た め の 工 夫 が 必

要 と い え る．

2．清拭部位の刺激 応答

　今 回の 実 験 で は ， 清拭部位 の皮膚温 は低下 するが ，

ア ル コ
ー

ル 負荷後 の 皮膚温 の 回 復 は，清拭部位 の 方 が

早 い とい う結果が得 られ た．皮膚温 は 皮下 の 血流量 を

反 映 して い る．した が っ て
，

血管 の 反応性が 清拭部位

で高ま っ た と考え られ る．すな わ ち，清拭 をす る こ と

で ア ル コ ール 貼付に よる血 管収縮反応か らの 回復 が 増

進 さ れ た と い うこ と で ある．その 理 由 は今回 の 実験 で

は 特定で きな い が，清拭 に よる 何 らか の 刺激 が 原因 し

て い る こ と は 確 か で あ る．

　清拭 に よ る刺激 は，物理的刺激 と して，温熱 摩擦 ・

圧 迫が あ る．それ らに よ り， 皮膚の 感覚が 清拭に よっ

て 増強され た．また は ， 血 管平滑筋 の 刺激応答性 が 増

加 した 等の 理 由が 推測さ れ る．また 心 的刺激 も考 え ら

れ、そ れ が 中枢神 経 に 影響 し， 皮膚血管を拡 張 させ る

こ と も推測 され る．しか し，皮膚電 気反 豹を調 べ た 結

果 （阿部 ら， 1986），清拭 に よ る 情動 の 変化は ほ とん ど

認 め ら な か っ た．

　安部 ら （1986）は ，清拭後 の 皮膚温 は 清拭中の 皮膚

温 の 上 昇 と熱放散 の 大 きさ で決ま り，清拭後 の 皮膚の

1盒L流促進 の 効果 は 確認 で き な か っ た と報告 して い る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Physiological Anthropology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Physiologioal 　Anthropology

54 温 湯 清 拭に よ る 皮 膚の 血 液 循 環 促 進効果

こ の 報告は 清拭後 の 皮膚温 の 回復に関 して は 今回 の 実

験結果 と
一

致 して い る．しか し、ア ル コ ール 負荷 に よ

る 温度低下後 の 温度回復は清拭後の 方が早 い とい う結

果か ら，血 管の 刺激応答性 が 清拭 に よ っ て亢進する こ

とが ， 今回 の 実験 か ら示唆 さ れ た．
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